
(2)マクロ経済スライドのスライド調整率の見通し

前提:基本ケース(出生中位口死亡中位―経済中位)

年度
(西暦 )

スライド調整率

2010

%

-0.6

2011

2012
2013
2014
2015

-1.0

-1.3

-1.4

-1.3

-1.2

2016
2017
2018
2019
2020

-1.1

-1.1

-1.0

-0.9

-0.9

2021

2022
2023
2024
2025

-0.9

-0.9

-0.8

-0.8

-0.9

2026
2027
2028
2029
2030

-0.9

-1.0

-1.0

-1.1

-1.2
１

２

３

４

５

３

３

３

３

３

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

-1.3

-1.4

-1.5

-1,7

-1.8

2036
2037
2038
2039
2040

-1.9

-2.0

-2.0

-2.0

-2.0

2041

2042
2043
2044
2045

-2.0

-1.9

-1.9

-1.9

-1.9

2046
2047
2048
2049

2050

-1.9

-1.9

-1.8

-1.8

-1.8

(注 1)公的年金被保険者数の減少率(4年度前から前々年度までの対前年度減少率の平均値)
に寿命の伸び等を勘案して設定した一定率(0.3%)を加えたものである。

(注 2)マクロ経済スライドによる給付水準調整は、このスライド調整率を指標として調整を行うが、
・賃金水準や物価水準が低下した場合には、給付水準調整を行わないこと
・賃金水準や物価水準が上昇した場合でも、機械的にスライド調整率を適用すると年金の
改定率がマイナスとなる場合は、年金の名目額を引き下げることはしないこと

とされている。

-74-



(3)基礎年金拠出金に相当する保険料率の見通し

前提:  基本ケース(出生中位・死亡中位―経済中位   【厚生年金】

年度

(西暦 )

堅礎年倉拠出金に相
当する保険料塵 ① ②

①

一
②

基礎年金拠出金

(国庫・公経済負担分除く)

標準報酬総額

(総報酬 )
助

427(
叶
領
鰐

奸
‐５３‘“2011

2012
2013
2014

161(

166(

170i

1751

2016
2017
2018
2019

458]
457(
455(
452,
449〔

184モ

1888
192C
19フ ,

２０２

２０２

２０２

２０２

２０２

445(
441(
437〔

434`

9乏

9C
94
95

205′

2101
2145
2189
2231

428:

425(

423`

422`
422(

９

９

０

０

０

423`
424`
428,
432(

10`

10(

10(

11(

246〔

249`
251〔

254(

“

３７

３８

３９

“

111

12(

12Z

484「

492i
500`
5071
513`

131

,3[

138
141
144

271(
2フ 3(
2761
278;

204じ

204フ

2048
2049

5181

524(

529`

5341

141

15(

15(

15(

544(

548`

552`
555(

16(

16(

16(

171 308〔

０５０
０５７
０５８
０５９
商

562(
565`
568(
5フ 1モ

17i

18(

18`

18【

3171

321(

324(

２０６
２０６
２０６
２０６
奮

5791
582C
586ε

590追

2065
2067
2068
2069

598`
601〔

604;
6071
6091

2071

2072
2073
2074

101

11

12(

1:(

220
222
224
227
229

2076
2077
2078
2079

610′

609`
60フ〔

606,

231
23(
23ξ

237

378`
382(
386〔

391`

2031

2082
2083
2084

243
245
248

40o`
404[
409[
414C
4101

２０８６
２。８７
２０８８
２０８９
２̈０９
２０９
２０９
２０９
加

26`

26(
26(
27:

呻
０９７
０９８
０９９
価

584(

534`
583(
583`

2101

2102
2103
2104
2105

5801

579(

292
296
298
301

501(
5071
5131
519〔

-75-



(4)財政見通しにおける積立金の取り崩し分及び運用収入分の料率換算の見通し

前提:  基本ケース(出生中位・死亡中位―経済中位)                    【厚生年金】

年度
(西暦)

瞬立金 の取 り崩 し分
の業‡座絶 笙

こ用収入分の料旱換
L ① ② ③

①

一
③

②

一
③

積立金の

取り崩し分

運用収入 標準報酬総額

(総報酬 )

2000 059( 1371
針
０１

ｒ

21
25

獄
ｍ
ｍ2011

2012
2013
2014

0411
004(

167:

1701

1811

204(

11

0'
01

2015
2017
2018
2019

263
284
3031

321

184〔

188〔

192`

19フ 1

201`
却

２０

２０

２０

”

3531

363,

374:

205'
2101
214[
218C
2231

“

２０

２０

２０

”

412(
427`
442(
458`
4751
492(
510`
52フ (

,1

12

12

,3

14

2492
2519
2543

b601

5761

5901

6031

616

145
151
156
161

“

０４

０４

０４

Ｍ

6351
644
652

17(

17`

17`

18,

271C
2735
2761
278ワ

2813
“

４７

４８

４９

ｍ

666`
6フ 21

677:
681(

189

19C
19C
199
202

2868
2897
2926
2057

68′

6891

690
691

092
6921

6911

690(

2,8
220
222
224
225

3141

317(

321(

324(
327(

329`
332(
335i
338〔

34,(
014ラ

0361
0561
0'4フ

666:
659(
652
6431

3442
34フ 1

3501
3532

２０

“

２０

２０

”

108`

,22(

1351

1451

614(
6031
591`

366〔

370〔

2076
20フ 7

2078
2079

163〔

1701
1 77(

183(
190(

554(

5401

527

21`
21`
20(
20(

382C
386〔

3912

196C
2021
208〔

214,
2'lF

487(
4731
459( 割 難

2288
2367
2452
2546

4318
4,71
4o2'
3882 瀾 羅

９‐

９２

９３

９４

皓

２０

２０

２０

２。

”

2′ 5フ

2875
3001
3133 則 暮

2097
2098
2099

341C
356(
3714
386C
411,6

2791

2621

2441

2261

132
126
119
111

2101

2102
2103
2104
2105

4171
4323
4473
4621

1891

170
151:

1311

110(

5010
5071
5131
5190
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(5)厚生年金の財源と給付総額の内訳  (運用利回りによる換算 )
― 平成21年財政検証、基本ケース ー

今後、95年間 (2可 05年度まで)にわたる厚生年金の財源と給付の内訳を

給  付
[登置II憂亜I∃

源財

1落評
L______

1,66Q兆 円

一●
一
兆
一兆

一

・●
　

一
０

一
〇

一ｉ ｊヽ

|

平成21年度末

(注 )長期的な経済前提は次の通り。
賃金上昇率

物価上昇率

運用利回り

25%
1.0%
41%

1,I壼

口 重 三 ]

ら`得 られ る財 源  140
(積立金の取り崩し及び運用収入)

蹂蓼_匪三 百1面¬[森翌
平E21年度以前 Dち受給者州 |

(平成22年度以降)

↑
平成21年度末
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(6)支出、収入、純支出のデュレーション

前提 : 基本ケース (出 生中位・死亡中位 ―経済中位 )

年度
(西暦 )

過 年郷

①

支出合8t

②

収入合BI

③

純支出
:■出―収入(運席
収入除く)〕

⑥
=②―⑤

現価率

〇

aHd)
f tt'-'z=2

収入(運用収入除く)の
デュレーション

純支出の
デュレーション

運用収入

④

収入 (運用
収入除く)

④
⑤
③．〓

支出現価

①
=② X⑦

①X③/◎

⑩

収入 (運用収入

除〈)現価

①
=⑤ X②

①X①/⑫

⑩

純支出現価

⑩
=⑥ X⑦

①X⑭/⑮

⑩

押
”
絆
Ｔ

翻
バ
輝
〓

りも
「 坪

躙

詢
「
０１

絆
仙

年

“
Jヒ

「
痒

2011

2012
2013

2014

15
25
35
45

395
412

3〔

3(

3`

2`

０３

“

０８

‐０

一

０３

“

０８

”

“

006
007

綱
２０‐
劉
劉
“

●
■

８
，
ｍ

453
155

511 59
08318
08018
07715

37で

351

017
019
020

018
020
022

01
慟
０３

０１

０２

ｍ
２０

２０

２０

２０

ｍ

125
135
145

4,1
4'6
482

フ4

82

486

501 ヽ
1(

07122
03842
06572
08314

322
312

024
025
026

332
324
317

020
027
029
030

０２

”

”

餃

“

'75185 505

05821
0559'
05376 035

-020

Ｊ

３２

”

３４

薇

却

”

２。

２０

ｍ

225
235
216

68, 12(

）

セ

「

↓

ｎ

04578
04398
04224

249

241

258

244

-09

-03

-015

276
235
296

61( 151

l rl l

0374S
0359'
03450

217
211

040
041
041

022
030

“

０４

０４

０４

Ｍ

フ07
723

17(

17(
00003
02042
0282'

21,
211
20o

叫

０４

“

０４

“

18ヽ

191

19`

“

０７

６３

帥

「

却

”

‐９

‐８

“

045

２。５‐
観
榔
枷
郊

889

915

938
02060
01000

18(
!フ (

1ツ

`

041
041
041

2,
2:

982
992

76(
70,

'7C

'7:

,フ

151

151
040

009

096

009

ω
２００
細
細
加

525

545 1049

22フ

223
229
220

790

819

01371

0126・●

113
110
10,
104

038
00,
037

¨
呻
曲
ｍ
¨

575
585
595 100B

22t
22`
22,
22,

01122
010フ 8

01033

035
045

221
221
219

00910
00381
0004'

033
033
032

675 212
209
206

00751
00'21
00093

03'
030
030

030
030

神
わ

”

¨

”

715
フ25
735
745

171

189
00614
00590
0050'

034
033
033

17

10

“

“

０８

“

ｍ

'フ

5

7B5
795

1331
1218

1232

103〔

108`

00502
00482
00403

030
000

5`
5`
51

124`
1252
125〔

1266

,6,

145
1101

112(

00411
00396 44 11

い
け
酬
０９９
価

875
885
895

1283
1288
1294

13,

12(
1l o

綱
２９

２９

３０

ｍ

022
022
021

2102
2103
2104

1529

1659

30`
30〔

31:
'22:123i

1251

00280
002フ 5

00264
00254

``41

021
020
020
020

0
=Σ 0

デュレーション
Σl「|

⑭

=,∩
デュレーション
Σ0

0
=Σ ∩ Σ①

16683 3152 15271

書

2950 1412 5041
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(7)財政見通しの対 GDP比

前提: 基本ケース(出生中位・死亡中位―経済中位)

《参考事項》  長期の経済前提
物価上昇率 : 1 0%
資金上昇率 1 259ヽ
運用利回り: 4196

年度

(西層)

収 入 支 出
収支

差引残

年度末

積立金

標準報酬

総額

(総組酬 )

収入合 tt 保険料

収入

国庫・

公経済負担

運用収入 基礎年金

交付金 響 朧
支出合3f 給付費 基礎年金

拠出金

その他

支出

％
６４
ｍ

％

引

従

「

３

＾

％
∝
“ |は
al

И

∝

［

，

い

ｎｉ

％
６６

″

％

仁

“

勁

か

，‘

％

“

∝

％

∝

ｍ

И

田

嘱

Ч

錬

館
2011

2012
2013
2014

66
67
68

4`

4を

4,

0(
0(
0〔

OC

つ
・０
・。。
崚
”

70

'374

51

51
51

08
08
09

66
65
64

26
26
25
25

05
07
08
10

27(

271

27(

鯉

０２

０２

０２

ｍ

76

51
51

0(
0(
OC
O(

25
25
25
21

12
12
10

型

”

２０

２０

ｍ

76

12
12
12

6(

6(

36
3G
36

24
24

24

15

16

２０３
２０３
畑
２００
畑

77
77
77 5G lξ

υｌ

ＯＩ

い

“

佃

61

6′

63

37

37
38

24
24
24

0〔

0(
OC

lε

16

15

34(

30(

37(

27(
27:
2'(

“

”

３８

３９

ｍ

知

２０

２０

”

“

78

711

,9

50
・00
50

10
16
10

64
65
67

24
25
25

14

14
13
12

39〔

40(

80
81

0(
0(
0(

G9
,0

,2

00

44

2,
2,
27

13(

44(

271
270
270
2フ 0

4`
4(

14

4`
4`

28
29
29

０

０

０

０

（

271

27(

27(

¨

０５

０５

０５

Ｍ

80
83
83

50
50
|||||| '878

48
40

0〔

0(
00

27C
270
271
2ワ |

”

５７

５８

５９

ｍ

81
84
84
84

5(

5(

4` ]|
7(

7,

3(
8C

48
49
49

31
31
31

0

0

0
01
04
03

271
2'1
27(
27(

80
83
83

4 ]|
82
82
32

31
02
32

02
01
01

03
80
82

0(
0(
0(

84
5!

52
62

32
32

33

0

0

-OC
-01
-02
-02

8,
81
81

0(

4〔

4`
'6

5:
5`
5`
5を

30
03
30
33

-03
-04
-04

ｍ

２０

２０

２０

”

8(

8(
7( ]I

15
15
,4

0(
0(
0(
0(

86
86
84

52
52
52
52

-04

-0:
-Oξ

-0〔

フ

`7ε

ツ〔
7e

49
49

16
16
16
16

8`

84
8で

6,
51

26`
26〔

26(

０８

∞

０８

００

ｍ

77
7S
76
75

09

49

51
51
51

32
32
32
32

明

“

錬

錬

稽

-00
～00
-07
-0フ

OC

Oε

０１

０１

“

０１

嗣

8`
3を

8`
8!

5(

6(

5(
5(

32
31

”

００

００

０９

ｍ

'271

1(

16
lC
16

07
07
0,
06

81
8,
81

31
31
31

15

70
69
68
68

49
4C
19
49

16
16

15

31
31
31

12
12
,2

(注 1)厚 生年金基金の代行部分を含む、厚生年金全体の財政見通しである。             '

(注2)収入。支出間で相殺される薔礎年金交付金については、収入。支出両面から控除して財政見通しを作成している。
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6前提等を変更した場合の試算に関する資料
①給付水準(所得代替率)の見通し

前提を変更した場合 (総括表) 【厚生年金】

年度
(西暦 )

A llliの 勁 同 が変 動 した場曾 Bタ ヒこの 動 同 が 要動 した場 含 C経 済的要素が変動した場合 D出 ■の期口,と総済
"晏
素

が同時に変動した場合

夕ここ 1じ瞑 出生 呂観
経済 百位

出二 1=位
経済 低 位

０９

‐０

Ч
鎖

震

「
２

π

Ⅵ
鍼

鍼

ン

２

”

「
家

”

И
猟

舛

％
な

舛

622
61 7

609
601

62C

61,
60,
601

６２

６‐

６０

６。

一

2016

2017

2018

2019
2020

591
587
584
580

57〔

571
571
56P

59【

59(

581
F18,

50(

59(

59(

581

55[

56う

56`

561

”

５５

５５

５４

嘲

57,

572
567

562

534
529
525

52【

51〔

51〔

53(

52(
52(
511

52〔

52〔

51〔

51「

”

５０

５。

５。

５。

52(
52(

52(
520

546
546
546

46〔

46(

46`

46(
46`

47

47

47

47
47

48C
475
471

471

471

546
546
546
546

46(

46(

45(

45(

501
501
50,
501
501

53(
53(
53(
53【

46【

46(
46〔

46C
46〔

52(

52(

52【

507
507
507
507
507

《参考 :変更する前提について》

A出生の動向が変動した場合
・加入者数見通しの前提となる将来推計人口を

ア 出生高位・死亡中位ケース
イ 出生低位・死亡中位ケース

に変更し、それに対応して加入者数の見通しを変更

8死亡の動向が変動した場合
・加入者数見通しの前提となる将来推計人口を

ア 出生中位・死亡高位ケース
イ、出生中位・死亡低位ケース

に変更し、それに対応して加入者数の見通しを変更

同時に老齢年金失権率及び遺族年金失権率 (死亡分)の改善の見込み方を
ア 将来推計人口における死亡高位の死亡率の改善を反映したもの
イ,将来推計人口における死亡低位の死亡率の改善を反映したもの

に変更

C経済的要素が変動した場合
・経済的要素 (運用利回り、賃金上昇率、物価上昇率)を以下のとおり変更
ア 経済高位ケース :2020年度以降について、運用利回り42%、 賃金上昇率29%.物 価上昇率1 0%
イ 経済低位ケース :2020年度以降について、運用利回り39%、 賃金上昇率2.1%、 物価上昇率¬ 0%
(平成2019年 度以前の経済的要素については次ページを参照)

D出生の動向と経済的要素が同時に変動した場合
ア 将来推計人口の出生高位・死亡中位ケースに対応した加入者数の見通しに変更し、
経済的要素を経済高位ケースに変更

イ 将来推計人口の出生1氏位・死亡中位ケースに対応した加入者数の見通しに変更し、
経済的要素を経済低位ケースに変更
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②保険料率の見通し
前提を変更した場合 (総括表)

〇 経済的要素の前提

【厚生年金】

年度
(西暦)

彙 不 ケ ー ス A ttFEの動向が変動した場合 B死 亡の動向が変動した場合 稚済的費繁が変動した場合 D出土の動同と経済的要素
力く同時に変動した場合/rll=局 肛 イ 出■ 低位 /夕にE呂 観 夕

`El'■
糧済 呂ロ 腔 片 1笙 肛 ア 出玉呂無

経済高位
イ 国■ 1●恒
経 済低位

2009
,010

％

０４

５ｎ

% % % % % % % ツ

2011

2012

2013
2014

10412

1676(

1712C
17474
17828

基本ケースに歳 甚本ケースに同じ 基本ケースに同じ 1本ケースに同じ 基本ケースに同じ 基本ケースに同じ 1本 ケースに同じ 基本ケースに同じ

2016

201フ

2018

2019

2020

1818`
1830(

1830(
1830(
1830C

２。２
２。２
２。２
２
２。２

1830(

1830(

1830(
1830(
1830`

2026
2027

2023

2029

1830(

1830C

1830C
1830C
1830C

２０３

２０３

２。３

２０３

２。３

1● 30(

1830(
1330(

133∝
lA nor

2036

2037
2038

2039
2040

1830(
1830(

1830C
1830C
18300

０４

“

０４

０４

Ｍ

1830(
18 3Cκ

1830(
1830(
lR Anr

０４６
０４７
０４８
山
０５。

,830(

1830(

1330(
1830(

O.2 : 3.4 1.8

r.4i 2.7, 1.9
ra ll.c z.a 2.0

tsj 2.6 l 22
2.2 I 2.7 2.6

2.5 I 2.s 2.s
1^ll.u , 2.5 3.4

r.0, 2.5, 3.6

r,0 r 2.5 3.9

r.o i z.s 4.0

1oi z.s 4.'l

0.3 I 4.3 2.0

1,8 I 3.2 2.2
'1.9 I 3.2 2.5

2.1 ) 2.9 2.9

2.5 t 3.0 3.4

2.8 i 3.r 3.9

1.0 I 2.9 4.o

LO i 2.s 4.?

1.0 2,9 4.2

10i 2.9 4.2

1,0 | 2.9 4.2

96 t6' 9

-0.3 1.7 |.1
-04             13 1            17

-04          15‐          17
-01             '4            18

04         16.        19
081    161    20
101          21 1          28

101           21            31

10         211        34
10         211        37
10          211         39
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【厚生年金】

③被保険者数の見通し
前提を変更した場合(総括表)

年度
(西 暦 )

基本ケース

A出 生 の動 同が変動した場 合 U化 この期 l●3か賞翔 した場言 C准 済的晏策が夏動 した場 合 D出 工のコ回と絶済 R9晏禁
が同時に変動した場合

イ IL年 1`ロ タヒ
=働
位 ィ タじtr電位 ア 継 済商位 イ 確 済 は 瞑

経 藩 葛 待 終 望

位
位

″
３４

Ｍ

34`

34:

自力 ´

34` 3``
百万メ

34′ 34`

2011

2012
2013
2014

34i

34(

島本ケースに同じ 薔本ケースに同じ

2016
2017
2018
,019

34〔

347

34`
341

34[
344
343
341

33〔

33;

33:
33`

３３

３３

３３

”

¨

２０２６
２０２７
Ｍ
２０２９
加

33 1

328
326
323
320

２０

２。

２０

２０

ｍ

３‐

３‐

３０

∞

ｍ

318
315
311
307

31(
311
30(
301

０３
０３
０３
∞
“

299
295
291

287

2フ :

26`

26:

25(

25(
25`
24(

264
259
254
249
245

“

４７

４８

４９

ｍ

２０

２０

２０

２０

”

264
261

258
256

０５

０５

０５

０５

“

22(

21(

21:

20(

211

21:

21:

201

2'(

2'(

21`

20(

22(

22(

22`

22:

1フ 1

1フ
`

,フ (

20`
19(

19(

19(

229
226
224
222

181

18`

181

17〔

218
216
214
212
210

16(

15(

15(

15(

14`

'8ラ184

181

178
175

181

18:

17(

218
216
214
212
210

２０７
２０７
鰤
２０７
加

,フ

`17C
16ε

166

14(

14(

14(

13〔

13f

17`

17(

16:

16:

1

1

1

1

4(

4(

4(

3(

16C
158
156
154

191

19(

19`

13(

12〔

12(

16(

15(

:5(

15(

101

159
156
154

191

191

19(

19`

■

３

２

２

０８

０８

０８

∞

ｍ

148
146
144
142

12

12

11

11

191

190
188

187

'84182
181
179
178

111

11(

10(

10(

'3,13(

13(

184
182
181

179
1フ 8

11:

11(

101

10(

０９

０９

“

０９

ｍ

131

13、 (

12(

12(

1フ で

17:
1フ r

,72

０

０

Ｓ

，

９

131

129
128
126
124

i3

13

12

12

12

17(

17〔

17`
172
17C

108
101

99
98

2096
209フ

2098
2009
2100

12(

121
12(
11〔

11,

12

12

11

11

12:

12`

12(

11(

111

16(

16(

16:

210,
2102
2103
2104

11【

1,4
112
111

8C
85
84
82

111

11:

11:

11(

101
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④受給者数の見通し
前提を変更した場合(総括表)

【厚生年金】

年度

基本ケース

A出 生の動同が夏動した場合 B夕じこの動同が変動した場合 C経 済的擬素が変動した場合 D出生の動向と経済的要素
が同時に変動した場合

出 玉 憾 観 確 有 lElロ 位

位

百

恵

生

済

出
経

ア 恒
位

2009
百万人

27(
百万メ

27:
百万メ

27:
百万ス

27〔

百万メ

27:
百万メ 百万メ 百万 人

275
百万メ

27(

2011

2012
2013
2014

30〔

316
325
331

30`

31【

32`
32`

千本ケースに同じ 卜本ケー走同呵
303
316
325
331

30(
31(
32(
331

2016
2017
2018
2019

342
345

348
349
351

34〔

34,
35C
351

2021

2022

2023
2024

３５

３５

３５

３５

“

35(

352
35(

35`
353

35(
352

35e
354

２６

２７

２８

２９

ｍ

35〔

35`

35Z
35'
35,

353
354

354

35フ

353
354
354
357

２。３‐

２。３２

２０３３

２０３４

２０３５

35,
359
361
364

35ラ

359
861
364

３５

“

∞

３６

“

35ラ

359
861
364

２。３６
２０３７
２０３８
２０３９
¨

368
370
3フ 2

373

37(

3フ

`37(

37G
37S
381
382

37(
37,
37(
3フ

`37`

37(

37`
37(

37

37

37

37

37(

37(

37`

37(

０４

０４

０４

０４

“

36i
36〔

36`
363
361 靭 彗

367
365
364
363

２０

２０

２。

２０

ｍ

36(

35〔

351
35〔 鞘 護

３５

３４

３４

３４

、

３４

３４

３４

３４

351
349
346
344

33t
337
334
331

33〔

33'
33′

331

35,
34(
34ラ

34`

32(
32`
31〔

31[
312

326
322
319
315

32〔

322

319
315
311

326
322
319
315

326
322
319
315
3112071

2072
2073
2074

30`
304
301
297

０

０

９

９

ｎ

321
316
312
308

2076
2077

2078
2079

289
285
281
278

271

26(

26(

26(

289
235
281
278
274

271
267
264
261

27(

271
26i

261

271
267
264
261

２０

２０

２０

２０

ｍ

255
252
249
246
244

23(
22C
221
216

25〔

249
24t
24 1

25(

25:

24`
24(

23C
22t
221
216

２。９
２０９
２０９
２０９
ｍ

241
239
23C
234

21:

20`
20(

20〔

０９

００

０９

０９

‐０

18(

182

17C

'76171

９

９

９

８

８

211

211

20`

20(

22C
227
22t
223
221

:8(

182
179
175
1712101

2102
2103
2104
2105

21C
21(
214
212

168

164
161
158

181

179
176
173
171
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